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研究成果の概要（和文）：　本研究では，コリャーク語文法を完成させるために現地調査を行い，従来の文法で
欠如していた統語論の記述の充実に務めた。その結果，節構造，複統合性，属性叙述，コピュラ文等，動詞統語
論の記述を大幅に進展させた。
　成果は，国内の学術誌（査読付き）に掲載されただけでなく，The Oxford Handbook of Polysynthesis 
（Oxford Univ. Press)，Handbook of Japanese Contrastive Linguistics (Mouton de Gruyter) への寄稿を行
うなど，国際的著作の出版にも参加した。又，コリャーク語のテキスト３巻を刊行した。

研究成果の概要（英文）：    During the period of the present research, I conducted fieldwork toward 
the completion of A Koryak Grammar and tried to complement the description of syntax which had been 
absent in the previous version of A Koryak Grammar. The research resulted in significant progress in
 the description of verbal syntax such as clause construction, property predication, copula 
sentences, and polysynthesis.
    The results of this research were not only published in domestic academic journals, but also 
internationally in books such as The Oxford Handbook of Polysynthesis (Oxford University Press) and 
the Handbook of Japanese Contrastive Linguistics (Mouton de Gruyter). Three volumes of Koryak texts 
were also published during the period of the present research.

研究分野：コリャーク語学

キーワード： コリャーク語　文法記述　統語論　節構造　複統合性　属性叙述　コピュラ文　テキスト分析
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

コリャーク語は，北アジアの言語のみなら
ず北米のインディアン諸言語とも類似性を
持つことから，新旧両大陸の「要的」あるい
は「橋渡し的」言語として注目されてきた。    

しかし，このような言語学的重要性にもか
かわらず，いまだその姿は十分には明らかに
されていない。また，従来のコリャーク語研
究には，次のような問題点があった。 

(1) 公刊されたコリャーク語の包括的な文法
記述は，ロシア語で書かれた Zhukova (1972) 

1 冊だけである。しかも，Zhukova (1972) は
音声・音韻論ならびに形態論の記述に終始し
ており，統語論の記述が完全に欠落している。 

(2) コリャーク語の記述に際し，ロシア語学
の理論的枠組みが踏襲されており，コリャー
ク語独自の特質に沿った記述がなされてい
ないところがしばしば見受けられる。 

(3) 現時点で，コリャーク語の専門家は，世
界的に見ても Zhukova 以外には私しかおら
ず，コリャーク語研究はきわめて手薄な状況
に置かれている。 

(4) コリャーク語は話者数の激減により，急
速な消滅の危機に晒されており，その言語学
的重要性にもかかわらず，記録に残しうる一
次資料が限られてきている。 

以上の状況に鑑み，統語論もカバーするコ
リャーク語の包括的な文法を書くことが緊
急の課題となっていた。 

２．研究の目的 

本研究は，シベリア北東部に分布するチュ
クチ･カムチャツカ語族のひとつ，コリャー
ク語の文法の完成に向けて，記述の充実を図
ることを目的としておこなわれた。すなわち，
文法を完成させるには記述がいまだ不十分
なヴォイス，節構造など動詞にかかわる統語
論的諸現象を中心に調査研究を進め，類型論
的知見 (Dixon 2000, Gast & Diessel (eds.) 2012 

など) を参考にしつつ分析をおこない，動詞
統語論を中心とした記述の充実化を目指し
た。 

３．研究の方法 

既存の資料にもとづく記述ならびに現地
調査をベースとして研究を進めた。現地調査
については， 現在，ロシア連邦マガダン州
セヴェロ・エヴェンスク地区のコリャークの
居住地にはアクセスが非常に難しくなって
いる。したがって，時間の節約と効率のいい
調査のために，平成 26-29 年度まで毎年 9 月
から 10 月にかけてコンサルタントをロシア
連邦ハバロフスク市に招聘し，統語論の諸現
象を中心に，集中的に聞き取り調査を行った。 

４．研究成果 

(1) 複統合性：コリャーク語は，抱合をはじ
めとする語幹合成が生産的であり，それによ
り他の言語では文で表されるような内容が
一語で表される，いわゆる統語ならぬ統辞現
象が顕著な言語である。呉人  (2015a)，
Kurebito (2017) では，コリャーク語のこの統
語ならぬ統辞現象の特質について，複統合性

という観点から考察し，その特質を探った。  

呉人 (2015a) では，動詞語幹がどれだけ拡
張しうるか，拡張した複合語幹がどのように
して一語文に仕立てられるのかという，派生
部分と屈折部分の 2 つの側面からの観察を
おこない，主に次の点を明らかにした。 

①コリャーク語の複統合性，とりわけ，動詞
の側での複統合性は，抱合と派生接辞の折衷
タイプを示す。すなわち，名調の動調語幹へ
の抱合と，具体的な動詞概念をもち，出名動
詞を作る接辞が，時に相補分布的に働きなが
ら，統合度を高める根幹としての機能を担っ
ている。 

②抱合は，自立動詞語幹に名調，副詞，形容
詞が複合的に結合することにより作られる。 

③コリャーク語は，統語法的に二重標示タイ
プである。アスペクトやムードを示す屈折接
辞に加え， S，A，P 項との一致が動詞語幹
前後につく 屈折接辞によって示される。こ
れにより複統合的な一語文の創出が可能に
なっている。 

 Kurebito (2017) では，呉人 (2015a)をさら
に深めるとともに，他の複統合的言語との違
いにも着目し，コリャーク語は接辞と抱合が
複統合性を高める手段であることから，抱合
を多用するイロコイ語族タイプと専ら接辞
を用いるエスキモー語の中間的な性格を示
すことを指摘した。このような視点からの研
究はこれまでなく，国際的な著作に掲載され
たのも，その点が評価されたものと考えられ
る。 

(2) 副詞節における名詞化タイプと非名詞化
プ：呉人 (2016a)では，節構造のひとつ副詞
節の述語動詞の 2 つのタイプ，すなわち，
名詞化タイプと非名詞化タイプの特徴を記
述した。また，このうち，動詞語幹に名詞の
ように格接辞を付加する珍しいタイプであ
る非名詞化タイプが周辺の諸言語に見られ
るか，見られるとしたらコリャーク語との間
にどのような影響関係が想定されるかにつ
いて考察した。さらに，このような非名詞化
タイプがコリャーク語では他にどのような
用法に見られるのかを探った。その結果，次
のような点が明らかになった。   

① 名詞化タイプでは，方向格，与格，場所
格が名詞化された動詞語幹につき，時間節， 

目的節の述語動詞を形成する。一方，非名詞
化タイプでは，場所格，道具格，与格， 共
同格，随格が裸の動詞語幹につき，時間節，
原因節，条件節，様態節，引用節，導入節な
どを形成する。このように，コリャーク語で
は非名詞化タイプのほうが，用いられる格接
辞の種類，表わしうる副詞節の種類において
優勢である。 

② 周辺の言語の中では，唯一，エスキモー･
アリュート語族のユピック語，ナウカン語に 

同様の非名詞化タイプが副詞節として用い
られている例が観察される。エスキモー･ア 

リュート語族の他の言語にはこのような例
が見られないこと，話者にインフォーマル 



な言い方であると認識されていることなど
から，コリャーク語を含むチュクチ・カムチ
ャツカ語族からの影響が考えられる。 

 さらに，非名詞化タイプは，副詞節のみな
らず，不定詞や命令形式にも見られることか
ら，コリャーク語は名詞的コード化と動詞的
コード化のスイッチングが述語文全体にわ
たって広く見られる特異な類型論的特徴を
持っていることを指摘した。この種の研究で
は，Stassen (2003)が代表的であるが，その中
でもこのことは言及されておらず，述語文の
類型論的研究に新たな知見を加えたものと
評価される。 

(3) 形動詞の統語的機能：呉人 (2017a) では，
これまで伝統的なコリャーク語文法で「形動
詞」と呼ばれてきた形式（動詞 GE 形）を取
り上げ，その統語的特性について考察し，次
の点を明らかにした。 

①動詞 GE 形は連体修飾語，主節述語のいず
れとしても用いられ，その意味では形動詞的
である。ただし，連体修飾語としての機能は，
意味的にも形態的にも制限がある。名詞につ
く同様の形式にも同様の特徴が見られる。こ
のことから，動詞 GE 形は主節述語としての
機能を主とし，連体修飾語としての機能は副
次的であることがうかがえる。 

②一方，動作者名詞は名詞項，連体修飾語，
連体修飾節述語，名詞節述語，主節述語とし
て広く用いられ，より形動詞的な性格を強く
持つとともに，動詞 GE 形の機能的な欠落部
分を補完している。 

 さらに，呉人 (2017b) では，動詞 GE 形を
同系のイテリメン語において対応すると言
われてきた K--KNEN 形と比較し，統語，形
態，意味の面からその対応関係に再検討を加
えた。その結果，次の点が明らかになった。 

③両形は，統語的には共通しており，いずれ
も「形動詞」的な機能を持つ。ただし，主節
述語としての機能が主である点では，周辺の
他言語の形動詞とはその性格を異にする。 

④両形は，名詞語幹からの派生，属性叙述の
可否という面で形態的，意味的に重要な相違
があり，この相違は，対応関係が指摘されて
きた N 形：K--IN 形とねじれた形で顕現して
いる。 

 コリャーク語とイテリメン語はともにチ
ュクチ・カムチャツカ語族に属する。しかし，
イテリメン語は他の同系の言語とは様々な
点において隔たりが大きく，時に，同系性に
ついても疑義が呈されてきた。本稿で従来，
対応関係が指摘されていたものの，その是非
について十分考察がなされていなかった両
言語の「形動詞」を比較し，その詳細を明ら
かにしたことで，今後の語族の系統関係を解
明するうえで，重要な視点を提供したといえ
る。 

(4) 属性叙述：Kurebito (2018)では，日本語学
において事象叙述と属性叙述という２つの
叙述のタイプを区別することを提案した「叙
述類型論」（益岡 1987）の枠組みを紹介しつ

つ，呉人(2009) で指摘したコリャーク語の
「属性叙述」専用形式について，日本語との
比較対照をおこない，次の点を明らかにした。 

①日本語の属性叙述は，「～は～だ」という
有題文によって表される一方，コリャーク語
では，従来，「形容詞」と言われていた属性
叙述専用形式によって表される。 

②事象叙述文は，項－述語という文法関係，
属性叙述文は主題－解説という情報構造と
いう異なる基盤で成り立っている。ただし，
その際，属性叙述は事象叙述とは全く異なる
独自の統語操作をおこなうのではなく，事象
叙述文の構造制約を利用しつつも，そこに一
部，違反を起こすことで属性叙述文が創出さ
れる。 

③このことは，益岡(2008:7) が日本語につい
て述べた「属性叙述と事象叙述は相互に完全
に分断されているのではなく，‘通路’が開い
ている」との指摘にも通じる。 

これまで明確な属性叙述専用形式を持つ
言語は知られていなかったため，この研究で
示したコリャーク語のデータは叙述類型論
の視野を広げうる可能性を持っている。 

(5) 人称コピュラとコピュラ動詞：コリャー
ク語のコピュラ文を形成する人称コピュラ
とコピュラ動詞の スイッチングについて， 

Stassen (2003) の提案した「永続性パラメー
タ」と照らし合わせながら考察を加えた。そ
の結果，以下のことが明らかになった。 

①人称コピュラは無標であり，基本的にどの
ような述語名詞とも共起できる。構造上，時 

間の文法カテゴリーが標示されないことか
ら，時間的な制約のない固定した対象として 

述語名詞をとらえ描写する際に用いられる。
ただし，一時的な役割や機能を表わす述語 

名詞の場合には，発話時点を含意する時間副
詞に限って共起が可能である。  

②コピュラ動詞は，テンス・アスペクトとい
った時間カテゴリーや，発話時点かその前後 

かにかかわらない時間副詞とも共起可能で，
時間の流れの中で対象を動的にとらえる際 

に使われるといえる。基本的には一時的な役
割や機能を表わす述語名詞と共起しやすい 

ことからも，このことはうかがえる。ただし，
固有かつ不変的な事物を表わす名詞であっ
ても，対比的な文脈が与えられれば，コピュ
ラ動詞の補語になりうる。 

以上から，コリャーク語では Stassen (2003)

の言う Event, Property, Class, Locational のす
べての意味クラスにわたって，品詞のスイッ
チングが起きていることが明らかになり，述
語類型論にさらに新しい知見を加えた。 
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